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研究の背景
n 植栽苗が枯死せずに良好な成⻑を⽰すことは、
再造林の推進には不可⽋

n どのような苗⽊を植えたら良いのか︖を
科学的評価に基づいて判断

植栽後に背が⾼くなる要因
・植栽１年後…植栽時に背が⾼い
・植栽２年後以降…植栽時に太い
※植栽から年⽉が経つと、
植栽場所の影響が⼤きくなる
※苗種による影響は⼩さい

解析事例① 解析事例②

再造林地の
地形測量 ⽴地指標の算出

例・湿潤指数
TWI

・地形係数
LS-Factor

・位置指数
・起伏指数
・潜在⽇射量
・⾵況指数
︙

→⽴地条件が同じだった場合に、
どのような苗⽊を植えたら
植栽後の樹⾼が⾼くなるのか︖

植栽後の樹⾼ 〜 植栽苗指標 ＋ ⽴地指標

コンピュータで
統計モデリング

・苗⻑
・根元径
・形状⽐
・苗種
（裸苗、コンテナ苗）
︙

・湿潤指数
・地形係数
・起伏指数
・位置指数
・潜在⽇射量
︙

航空機LiDAR

ドローン

リモートセンシングと統計⼿法による解析

数値地形モデルの
作成

nカラマツの裸苗2種類とコンテナ苗5種類を、
隣接する2つの造林地に植栽

n植栽後の樹⾼に対する、植栽場所と植栽時の苗⽊サイズ
（苗⻑、根元径、形状⽐）の効果を統計モデリング
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図 ⼀般化線形混合モデルで解析した、
植栽後の樹⾼に対する各要因の影響⼒
（Harayama et al. 2023を改変）

図 決定⽊分析で解析した、植栽3年後に
樹⾼が2mに達する植栽苗の初期サイズと齢
（Harayama et al. 2023を改変）

nJFA150で育苗されたクリーンラーチコンテナ苗の
１号苗と２号苗を３ヘクタールの再造林地に植栽

n植栽３年後の樹⾼を、植栽苗指標と様々な⽴地指標から
統計モデリング

図 機械学習（ランダムフォレスト）で解析した、⽴地指標が同じと仮定したときの、
クリーンラーチコンテナ苗の初期形状と３年後の樹⾼の関係
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植栽３年後に樹⾼が
2mを超える確率

⼩苗は
背が⾼く
ならない

太い苗は
背が⾼く
なりやすい

形状⽐が⾼い（細⻑い）苗は
植栽後に背が⾼くならない

⼩苗は
背が⾼くなりにくい

太すぎても背が⾼くならない

⼩容量コンテナのため、育苗中に
根が成⻑するスペースがなくなり
地上部とのバランスが崩れた

起伏のある再造林地で、適切に苗⽊成⻑を評価する
■リモートセンシング技術を活⽤して、
⽴地条件を⼗分に考慮した植栽苗の成⻑解析

■周辺植⽣との競争を考慮した植栽苗の成⻑解析
⽣存率や成⻑の良否に影響する苗⽊の性質を評価する
■葉・根などの器官配分
■葉や根の耐乾性評価
■植栽前後の⽣理⽣態状態の測定

科学的評価の例

光合成測定根の測定葉の測定植栽⽊や雑草⽊の調査ドローン
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図 機械学習（ランダム
フォレスト）で解析した、
⽴地指標と３年後の樹⾼の
関係
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